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小笠原諸島，海形海山ＫＣ峰の海底

仲　　 二 郎゛l　深海調査グループ＊I

小 笠 原 諸 島 ，父 島西 雨 西 方約120 ㎞|こは ， 七 島‐ 硫 黄島海 嶺 上の 即 民火山 で ある

海迴 海山 があ る。海 形海 山SこはKC.  KM.  KN と ＫＣと い う４ つの 峰があ る。KC

峰Ｒ:は 直 径約 ２㎞ のカ ルデラがあ り ，その 中 の 北爵 り に は中 央 火口丘 も 認め られ る。

カj` デ ラ壁は 安山 岩 質 の 溶岩 ， 角磑 岩， カ ル デ ラ地彫 と 平行 な同 心円状 の 環 状岩

脈 群か ら な る。中 央 火口 丘は 玄武 岩貿の 溶岩 と 火山 砂礫とカ 丿嶝ｌ 默岩脈邵からな る。

中 央 火口 丘 の 填部に は 不 明 瞭 であ る が１ 径前 ｍ 程度 で 深さ20 ～30m の火 口 が認 めら

れ る 。

カ ル デ ラ雙 では 間 欠 的な 熱 水 活動 の μ在 が 考え られ る 。一 方gll臾火口 丘 では ， 温

水 湧出 が 肥 めら れ ，そ れIC 伴われ る と考え ら れる 生物 群典 が存 在 し た他 。自 然 稠 輿

や硫 化勧の 沈 黯 物 も認 め られ た 。 この 中央 火 口 丘の為 水活 動は カ ル デ ラ壁に 比 べ恒

常的 な ものと思 われ る 。

Sea  Bottom  Observation  around  the KC  Peak of the Kaikata

Scamoiuu,  Douin Islands

Jjro NAKA*2:  Deep  Sea Research GroupR2

Kaikata  seamount,  which  is one  of  the submarine  volcanoes on  the

$hichito*lwojima Ridge, is located al 120km  south west of Chichijima island,

Bonin  islands. The  Kaikata seamount  has 4  peaks: KC,  KM,  KN  and KS.

The  KC  peak h;i& a 2 km  wide caldera with a central cone.

The  caldera was  composed  of  andesitic lava, breccia and  ring dykes

concentric-circular to the caldera topography. The  central cone was  com-

posed  of ba&altlc lava, volcanic sand and gravel and neck*like dykes. Around

the sanumt  of  the cone,  about  80m  wide, and  20-30m  deep, creater was

observed, however, the shape was not clear.

Probably, an  intermittent hydro  the mi nism occurs around  the caldera

area. On  the other hand,  hot  water  springs were observed on  the central

cone. Some  biological communities  and  native salfer and sulfide deposit

were  also observed around  the hot water springs, and  these were probably

related to the Hot water  springs. The  hydrotherminism  of the central cone

is more continuous compared  with the caldera.
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調査された。そ の砧米海形 火山は, KM.  KN,

ＫＳとＫＣ の４つの峰を 持つこと． ＫＣ峰にはn'.i

径約2km のカルデラが存在 し。その北西寄りに中

央火口 丘が存在 することが明らかSこなった（図２）。

図１　，麕査加域位置図

Fig. 】lnde χ map ｏｌ surveyed ａｒｅａ，

顫２　洶丿彭海|||地彫図（工業技術院地貿調査所，1986

より）

Fig.2 Balhy  metric map of the Kaikata sea-

mount.

（afler Geological Survey of Japan.

）986）

さらに ＫＭ昨の|||貎に は熱水捫Eのマ ンガ ン酸化物

が広く存在すること， ＫＣ 峰のカルデ ラ内には 熱

水変質を受け た安山 岩質が存 在するこ とが明らか

|こな った(|: 業技邨丿院 地貿調 癶凾，1985.1986 ，

Ｕｒａｂｅｅしil. 1986.  Usui et al. 1987) 。

そこで｢ しんかい2000J  ic:よ る潜航,la査が昭和

6｣年度 と63 年|鳧|て， 地質調 介所と海 洋科学技術セ

ンタ ーの研究 ＆により 火施された。この過程で 海

洋 科学 技術センターでは，‘jlli;1. 'jl後調 戉と して

実 施してき た深海 曳航調 査等で， ＫＣ 峰 の巾央火

1111 で熱水現 象の徴候を認め たため( 深梅調 査グ

ル ープ，1988).IM1161 年 度以降ＫＣ峰を中 心応

調査を行ってきた。 本橋では梅洋科学技術 セｙ夕

－の調 介結 果を中心IC ，淘形 梅山ＫＣ 峰の海底圸

晢を 紹介す る。

2. 海 形海山ＫＣ峰 周辺の地形

ＫＣ 婦1こおいて海巾作 築実 験船「かい よ う｣

装哨のシービ ームで 調食した地形図 を関31 て。μ'。

ＫＣ 師のカ ルデ ラはほばIII形でll‘{曄約2kl である。

カル デう底は･lｑ【!で･F 均水 深は約910m であ り，

1. は じ め に

小笠原諸島父島西南西方約120 ㎞|ては．伊豆小

笠原弧の島弧の火山列が作る七鳥－硫黄島海嶺上

の．海膿火11』の一つである海形梅山がある．海形

海山の北方約60kllこは西之島があり．南方約60 ㎞

lごは梅底火山の海徳梅山がある（図 １）．両者と も

Lj島 硫 黄鵬洶嶺上の 火|ljで。 西之島は1973 一一?4

年lこ活 動し, 新島を形成し た｡洶 徳海山は1984 年1と

海底噴 火を起こ し，軽 石等を 噴出し た「」･｡向 山Iｓｓ。

両者とも最近 の火111活動のあ る活火山であ る（11

冰活火山総覧，1984 ）。淘形梅|||は この巾間に位

桝しているが噴火の記 録はない。

洶彩淘111は 鳥弧上の 海底火山であ る ため。 火山

活動忙関連 して熟水現 象の存在がls 想されるため，

F.吏技術院地質調査所 か昭和59 年度 から実 施して

いるl 而底熱水活動lご伴う･R 金属資・ の評価r 一法

Ｒ:闥 する研究ｊの調 在海域のｰ一つと して集巾的1と



図３　晦髟向山ＫＣ峰地形図

Fig. 3 Bathymetric map of the KCpeak

閥 ４　 ＫＣ 峰 カ ル デ ラ周 辺 地 形ISa（Ａ），＆ び地 形斷ii

（ Ｂ）

Fig.  4 Balhyntdric  map arci Ⅲld llle caldera

of lhe 】《Cpeak  (A) and ｃrｏｓｓ Ｓｅｃ･

11011（ Ｂ ）
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外輪山は水深500 ～600m である。カルデラ内の

北西寄り|こ中央 火[] 丘があり， 頂廊 の水 深は 約

430  m で ある。その裾野の北西寄りの部分はカ ル

デ ラ壁につながって いるが， 南東部は分離してい

る。中央火口丘の側面の傾斜は20 °～30‘で，外輪

山はそ れよりやや繝 傾斜であ る。 一方 カルデ ラ壁

は40 °～30 °で堆&‘1物の安息角を超えてい る部分も

あ る( 図 ４ Ａ． Ｂ)。 しかしカルデラ壁 の北東部の

基底部には20 °ヽ 30 の゙ 比 鮫 的緩 傾斜 が， 広く忽

められる。

｢ シービーム地形図｣ の上では中央火口丘に火

口は忽められない。 一方，深海曳航カメラが牘郎

を通過する際は， 曳航方向によらず深さ20～30m, 一

幅50 ～80m12 度の凹地地 形を認める( 図５)。｢ し

図5　r11火火口丘地形断面（深海曳航カメラ搭載CTD

による）

Fig.5C 『ｏｓｓ section 01 1he central cone.

(sarvted by CTD installed in deep loｗ

ｃａｍｅrａ）

叫6　111 臾火|.16:励部付近の地形図

Fig. 6 Baihymctric map around llle summit

of (he cenll･ａ】calle.

５９



んかい2000」による潜航調査でも，頂部付近に凹

地地形を認めたため火口が存在するものと思われ

る。しかし，特に東側では火口緑が不明瞭であ

り，また火口内の海水が白濁していたこともあり，

目視観察結果の上では火口の形状は確かではない。

図６に深海曳航カメラ搭載のＣＴＤの記録や「し

んかい2000J sこよる目視観察結果に基く中央火口

丘頂部付近の地形図を示す。

3. KCtt の底質

ＫＣ峰については，深梅曳航ソーナー・カメラ

による調査を数度lこわたり実施してきた。こ れら

に「しんかい2（刃OJsこよる目視観察結果を合わせ

て，以下にＫＣ峰の底竹について記述する。

3.1　 カルデラ壁

カルデラ壁は傾斜が急で，堆積物の安息角を超

える部分か多い。鴻浅他（1987，88 ）で述べられ

ているカルデラ壁南部の潜航では（第253 潜航，

観察者湯浅氏，地質調査所），カノレデラ壁基底部に

カルデラ壁から崩れ落ちた崖唯性の角礫が数10m

の高い所まで見られた以外は，離底した水深（約

600 m ）までほぽ迎続した露頭が観察されている。

基底部から約100 m は，熱水変質を受けた安山岩

質の岩石からなる塊状の変質帯が認められている。

それより上位ではほぽ垂吐な平行の岩脈群と，溶

岩あるいは角礫岩が交互tこ現われている。以下Fご，

この観察結果を基に海洋科学技 術センターが火施

した調査結果を合わせて，カルデラ壁の底質を考

察する。

カルデラ壁基底部sこ昆られた崖雄性角礫は。恐

らく基厩部全域にある程度のla存在すると思われ

る。サイド スキャンソーナーの記録（図７）では，

カルデラ北東部に10数ｍ程皮の凹凸を示す記録が見

られる。この部分を深海曳航カメラで観察したと

ころ，数1 Oca～lm 大の巨角礫が広く見られた

（写真｜）。この付近は地形的に他のカルデラ壁基

底部に比べ緩傾斜であるので，この郎分のカルデ

ラ壁が他の部分より人規模に崩壊が起きて出来た

崖錐性の角礫部であると考えられる。

浦辺他(1987) によると，熱水変質を受けた安

111岩質の岩石がドレッヂにより採取されたのはカ

ルデラの南部からで，他の部分のものは未変質の

図7　 サ４ ド ス キャ ンソ ー ナ ー記緑 解 釈図 破 練は 曳航

訓 練を 示 す。 探 査 輻は 各片航10C｝Om。

Fig.7 1nler ｐr叭ａtiｖe map of ｓideｓｃａａｓ（χlaｒ

n･rｏ㎡ｓ｡

Broken lines indicates the surrey lines｡

Sarvey range is 1000m for ｅ＆h side.

安 山 岩 類 で あ る 。 サ４ ド ス キ ャ ン ソ ー ナ ー の 記 録

上 （ 図 ７ ）， 湯 浅 他 【1987 ， 】968) が 観 察 し た 熱

水 変 質 部 は ， 他 の カ ル デ ラ 壁 に 比 べ ， 弱 い 反 射 を

示 し て い る 。 こ の 反 射 の 弱 い 部 分 が 変 貿 を 受 け た

安 山 岩 の 分 布 域 と す れば ， 熱 水 変 質 苟 は カ ル デ ラ

壁 の 幅2｛｝0～300  m 程 度 の 範 囲4こな る と 巴 わ11 る 。

ま た 写 真 ２の よ うに 変 質 安 山 岩 と 思 わ れ る 転 石

も 。 探 海 曳 航 式 カ メ ラ の 観 察 で カ ル デ ラ 南 部 の 測

線 の み で 観 察 さ れ た 。

カ ル デ ラ 壁 で 観 察 さ れ た ほ ぼ 垂 直 な 岩 脈 群 は ，

深 海 曳 航 カ メ ラで 冷 却 節 理 を も っ た 幅 １ｍ 程 度 の

岩 脈 が ， カ ル デ ラ壁 の 詢』線 の ほ と ん ど で 認 め ら れ

る た め （ 写 真 ３ ）， カ ル デ ラ壁 面| こは 不 偏 的|こあ

る も の と 思 わ れ る 。 さ ら|こサ イ ド ス キ 。 ｙ ソ ー ナ

ーの 記録| こは ， こ れ ら の 岩 脈 Ｋ 相 当 す る と 考 え ら

れ る 強 い 反 射 を 示 す 糢 模 様 が 幾 本 も 見ら れ る （図

７ ）。 こ れ ら は 記 録 が 得 ら れ て い る 範 囲 で 。 カ ル

デ ラ 地 形4こ孚 行 に 同 心 円 状4 ご分 布 し てい る 。 し た

が っ て こ の 岩 脈 群 は 外 輪|ljlこla 人 し た 環 状 岩 脈 群

と 考 え ら れ る 。



3.2　 中央火口丘及びカルデラ底

中央火口からは外鮠山と異なり玄武岩が採取さ

れている( 湯浅｡1987) 。火口の中心部は深海曳

航カメラの観察では。表面を灰白色の沈澱物が薄

く覆っているため不明瞭であるが，曳航体に付り

たドレッヂでは急冷縁を伴う玄武岩の角礫が採取

された。火口底の周辺から火口緑には高さ10～20

m の，表面|こ冷却節理の見られる尖 塔状の 岩脈

(火山岩頸状岩脈) が，多数林立している。一部

のものは崩壊し，瓦礫状の角礫の象合体になって

いるものもある( 写真jl)｡ この岩脈も玄武岩質

であるが。かなり多孔貿である( 写真５)。

火口縁では写真６のよう|こ玄武岩と思われる溶

岩や火1.1｣角礫や，淘汰の懣い火山砂礫や火山砂が

見られる。火口外側では高さ10m 程度の火山角礫

岩からなる崖も見られた。火口 外側斜面では玄武

岩質と思われる淘汰の悪い火山 砂礫が見られ。溶

岩はほとんど 観察されなかった( 写貞７)。

カルデラ底は表・lて漣痕の見られる陶汰の良い

玄 武岩質と 思われ る火山砂が全休を埋めている

(写真８)。調査時には鋤著な流れは観測されなか

ったが(満澤仙，1989)｡ 漣痕の存在やカルデラ壁

から転落した岩塊の周囲の火山砂か洗掘されてい

ることは，かつてかなり 強い流れがカルデ ラ底に

存在していたことを示している。

３．３　Ｋｃ 峰の構造

上述の結果をまとめたＫＣ 昨のxＩ 質図を図81 ご

示す。

ＫＣ峰の外輪山 は安d』岩貿の岩石からなってい

る( 湯浅. 1987) 。濁浅 他(1987) によるとカル

デラ壁のｇ 状岩脈ｇ 外のものでは，Ｆ部が溶岩勝

ちで，ｔ 部が角礫岩勝ちlごなっている。恐らく，

外輪山の頂上水課の上昇|と俾い。牌岩dて対する角

礫岩の割合が増加していったものと思われる。ま

た外輪111の斜面をそのまま延長すると。その瀏部

は洵水面ii 後Ｒ:逹することから。外輪II｣の上部に

はかなりの割合で火jl』砕屑物が含まれていると思

われる。 またこの問のいづれかの時期lと環状岩脈

群のrl 人が起ったものと思われる。カルデラの形

成は上述の括動の後あるいlよ末期に起ったと考え

られる。

カルデラ形成畿，カルデラ内のややJlｙli寄りの

部分で。玄武岩質の火山岩を噴出する中央火口丘

の火山活動が始ったと思われる。 カルデラ底はこ

の中央火口丘由来と思われる火山砂で覆われてお

り11'(接観察できない。またソーナー曳航体に装備

さ れている4.8KHZ のサブボトムプロファイラー

の記鍬( 図９) でも。底質が粗粒なため海底下の

ものは判らない。

中央火廴|丘な現在火山砂礫でほとんどが覆われ

ているが，初期段階では水深も深かったため溶岩

の割合が多かったものと思われる。したがって巾

央火[l丘のド部には溶岩が多く， 上部は火1.1]砂礫

が多くなっていると思われる。火口内に見られる

尖塔状の岩腺は，この火山砂礫を供給したフィー

ダーダイクの可能性もある。以上の結果をまとめ

た断面図を図10に示す。



図９　カルデラのサブポトムプロフフイル。測線は図71c 図示。

Fig. 9 Sabboitom ｐrχ)file of the caldera. Sarvcy line　　indicated in Fig. 7.

図10 KC 峰の地質断ｉ す。

I. 玄武岩貿溶岩　2. 安山岩町溶岩及び角礫岩　3. 岩脈　4. 淘汰の悪い火|||砂礫

5. 淘汰の良い大||』砂

Fig. 10 Geological cross section ｏｆ I he KC peak.

|.ba ｓallic】ａｖｌ.　　　2. andesitic lava and breccia. 3.  dykes.

4.ｐｏｏｒ･ｓＱrtaj volcanic sand and gravel.　5. Well  -sorted volcanic sand.

4. KC 峰の熱水現象

海形海山ＫＣ峰では地質調査所及び海洋科幸技

術センターの研究者による「しんかい2000」によ

る潜航調在と。当センターによる藤海曳航体によ

る調轟を数皮にわたり火施してきた。この間にカ

ルデラ内及び中央火「」丘で，熱水活助1と関連があ

ると思われる種々の現象を認めた。以 ドにカルデ

ラと中央火口丘に分けてそれらを記述する。

4.1　 カルデラ底及びカルデラ壁

カルデラ内では昭和61年より数度にわたり深海

曳航 カメラによる観察を行うとともに, X  BT を
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カルデ ラ内外lと投人して齠温を火施してきた。測

窃の結 果は既|と満澤他(1989) により 報告されて

いる。それによれば， カルデラ内の水深が600 ～

7{}om 以深の部分1こは，常に 力jレデラ外より 高温

でかつ一定温の水塊が存在することが認められて

いる。その観 測倣は 】986年1口] に最高の9.1 ～

9.3 ℃を記 録し。それ以外は8ｔii;i後であｰ, た。

この1986年Iけjには ｌしんかい2000｣ による榊航

調査が実施され。カルデラ壁で淘水のゆらぎが観

察されたほか。 カルデラ岐で多raの鉄の水酸化物

と考えられる。 温泉沈澱物様の浮遊物が観察され

ている( 勘浅他1987)。この ことは カルデラ壁で



は間欠的|こ熱水活動が起っていることを示してい

るものと思われる。

4.2　 中央火口丘

中央火口丘では昭蕚圜3年５月の潜航調査で， 最

高22℃で，周囲の海水より約10℃高い温水が湧出

していることが観察された。温水湧出部の周辺に

は温水に関連があると思われる白色のガニやフジ

ツボが群生していた。また温水湧出部から採取し

た玄武岩の表面がごくうすく白色に変色していた

（写真９）。また火口緑で採取した火山砂はかなり

強い硫化水素様の臭いが するとと もに，硫化物

（Ｆｅｓ） が含まれていた（写真10）。ま た火口内

1こおいて深海曳航体に取り付けたドレ･ｙヂで採取

した玄武岩には自然硫黄が付着していた（写裏ll）。

こ れらは中央火口丘での活発な熱水活助を示すも

のといえる。

また，白色のガニは中央火口丘の曳航調査では

昭和61年から毎年確認されている。このガニが何

らかの形で熱水活動に関連があるとすると，中央

火口丘ではカルデラ箜1こ比べ，恒常的な為水活動

か起っているものと 考えられる。
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写 真 ｌ　 カ ル デ ラ 北 東 部 の 応 錯 角 礫

phot ｏ. 】 Ｄｅｂriｓ ａｒりｕnd t ｈｅ ｎｏrtｈｅａｓtｅrｎ

ｆｏｏto  f the calrﾐer ａ.

写 貞３　 カ ル テづ 壁の 曝状 岩脈

ｐｈ(,り,.3 Rlng dy ｋｅ ｏｎ thc caldora wall.

町 貞 ５　 尖 塔 状 岩 郤 か ら 塚 取 し た,試料 のi‘,1141写 貞

j)h,jりＪ．５ Ｍｉ〔･ｒｏｌ〕ｈｏい;ｇｌ'ａｌ〕ｈ りf 111e neck

like ，lyke ｓallll〕】ｅ.

写央.2　熱水変貫y;の転石

photo.  2 Float ｓtｏｎｅｓ of thc hydrother-

mal ｕ]tｅrd rock.

了 貞1　191 壊 し た尖 塔 状 岩 派

pho! ０.3 Collalls ｃ ｎｅｃｋ.11kedyke

町 貞 ６　 火!: 吋 の 溶 岩 岐 び 角 礫

0l'.0!I:,｡6 ! 。･iva :〕ｒ!) ｒl,ｃt･ia alloｕl缸八 ｈｅ ｃ砌lc

ij! 1hlj cIlat ｃr.



写 頁 ７　 中 央 火口 丘 鮖 面 上 の 火 山 砂 礫

photo.  7 Ｖｃ］cani でｓａｎｄ and ｇrａvｅ】ｏrピ ｈ

rh1:lk or t ｈｅ ｃｅｎtrμlc 呎1e.

写 真 ９　尖 塔 状岩 脈 から 採 取し た岩 石 の 切断 畆

IJ!lot０.9 Cross ｃａt ｓul･lace of 11;1 neck-

like （!yke ｓ411,11,1e.

町らl 】IEI 然 氏 輿 の1･j着 し た 玄武 岩

photo.  11 cohh! ｅ ａｎｄ ｌｌａ!lt･ｅ ｓulrel･.

写 真８　カ ル デ ラ底 の漣 痕 の 見ら れる 火山 砂

photo.  8 Volcanic ｓａｎｄ ｗi!h ripple ir.ark

oll the caldera floor.

芍 貞10 火1!』砂 礫 の 薄 片 写 真， 砂 噎 を う１ くFc ｓ

が 同 一Jで い る 。

ｐｈｏ１０.1a Micrnpl ごolograph of volcanic

sｎｎｄ ａｎｄ ｇｒａｖｅ】ｓａ,ld.gllain ｓ al･c

fringed villi FeS.
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